
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活支援体制整備事業情報紙 

平生町社会福祉協議会では、“ひらおで暮らす”

を応援するため、町内の多様な支え合いの仕組み

づくりを進めています。生活支援体制整備事業情

報紙“てごてご”では、町内の支え合い活動やサ

ロン等のご紹介、平生で生活する上でのお役立ち

情報をお届けします。 

No.11 

ひらお支え合いの輪 “生き活きサポーター”グループ大募集中！ 

平生町では、今年 4月より『いきがい・助け合い応援事業』が始まっています。 

この事業は、“生き活きサポーター”と呼ばれるボランティアが、ちょっとした困りごとのある方

のお手伝いをする助け合い活動に対し、保険加入や活動費の助成を行う事業です。 

あなたも“生き活きサポーター”として活動してみませんか？ 

事業に関するご質問、グループの登録申請は、あいあむまで！ 

（平生町社会福祉協議会） TEL:0820-56-8000 
 

お気軽に 

ご相談ください！ 

①仲間を 

  集めて 

②あいあむで 

登録 

  集めて 

③助け合い 

活動実施 

＜対象となる活動＞ 

お知らせ 移動販売車の運行路線が増えます！ 

毎週火曜日と水曜日に平生町内で運行されているマックスバリュの移動販売車が

新たな運行ルートづくりのため、新規利用者を募集されています。利用を希望される

方は、直接下記の連絡先にお問合せください。 

【お問合せ】 マックスバリュ西日本株式会社  TEL ： 080-7015-2142  
個人での利用も 

可能です 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行日：令和 4年 10月 14日（金） 

発 行：社会福祉法人  

平生町社会福祉協議会 

  〒742－1102 

  山口県熊毛郡平生町大字平生村 618－2 

TEL：0820-56-8000  

FAX：0820-56-8020 

  E-mail：fukushi@hirao-shakyo.or.jp 

生活支援体制整備事業情報紙 

～私たちのまち“ひらお”を私たちの手で住みよいまちに～ 

開催しました！ 
標記講座を、３日間にわたって開催しました。３日間を通して、４０名の方にご参加いた

だきました。第二の人生の過ごし方について、講師の方々のお話をお聞きするだけでなく、

参加された皆さまの過ごし方をお聞きすることもでき、大変充実した時間となられたよう

です。 

7/16（土） 『 定年後の居場所の見つけ方～第二の人生どうする？～』  

 山口県立大学名誉教授、草平武志氏を 

お招きし、自身のご経験から、定年後の 

過ごし方の選択肢や気持ちの変化など 

を教えていただきました。 

 

定年後の 

ヒントを 

得ました！ 

7/23（土） 『 想像力と創造力を身につけて庭木の手入れをしてみよう 』 

 平生町在住の樹木医・造園技能士、 

盛田節男氏をお招きしました。ご自宅 

からたくさんの樹木をお持ちくださり、 

実演を交えながら庭木の扱い方につい 

てお話いただきました。講座の最後に 

受講生も庭木の手入れを体験されました。 

 

庭と共に 

生活する元気を 

もらいました 

7/30（土） 『 “自分のため”が“地域のため”に 』 

 平生町の日向平浪漫夢倶楽部、田代信忠氏を 

お招きし、定年退職後の活動や在職中に取り組ん 

でいたことなどをお話いただきました。受講生にも 

ご自身の“夢”をお話いただきました。  
定年退職後の前向きな

話が聞けて良かった 

ご参加いただきました皆さま、ありがとうございました！ 


